


はじめに

メンバーとのコミュニケーションを円滑にして，
職場の目標を達成しよう

職場のリーダーは，日ごろのマネジメントを通じて「コミュニケーシ

ョン」の重要性はよく理解していると思います。

しかし，自らのコミュニケーションを総合的に見直す機会を持ったこ

とのあるリーダーは少ないのではないでしょうか。

コミュニケーションは，人と人との関係を構築するための営みであ

り，手段です。会社の方針の伝達，指示・命令，ホウ・レン・ソウ（報

告・連絡・相談），会議やミーティング，部下指導などといった組織に

おける活動は，すべてコミュニケーションを介して行われます。

同時に，コミュニケーションは，人と人との関係をよくしたり，悪く

したりする働きもあります。その場の思いつきで言葉をかけたり，話を

したりすると，ときとして予想もしない結果になることもあります。た

とえば，リーダーがかけたひと言で，メンバーのモチベーションがあが

ることもあれば，逆にしぼんでしまうこともあるでしょう。

リーダーとしては，メンバー一人ひとりと具体的にどのようにコミュ

ニケーションをとっていくか，個々のコミュニケーション機会でどのよ

うな接し方をするか，どのように聴いたり話したりするかなどを決めて

実行していかなければなりません。

本講座では，職場のリーダーが必ず身につけておきたい「聴き方・話

し方」のポイントをマスターし，メンバーの潜在能力を発揮させ，モチ

ベーションを高めることをねらいとしています。

学習を通じて学んだことは，ぜひ職場で実践してみてください。繰り

返し行うことで，あなたのコミュニケーション力は飛躍的に向上しま

す。

チームの力を結集するために，メンバーとのコミュニケーションを円

滑にし，職場の目標を達成していきましょう。
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潜在能力を発揮させる
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第１章

コミュニケーションは
「聴く」ことからはじまる

1 あなたは「聴く」ことが
できていますか

「話す」よりも「聴く」ほうがむずかしい

相手の話をよく聞くことは大切なことだと，多くの人は認識できてい

るはずです。しかし，「聞くことなんて簡単だ」「自分は普段からよく聞

いているから大丈夫」と思い込んではいないでしょうか。

人の話を聞くことは，一見，簡単なことのように思えますが，実はと

てもむずかしいことです。人間は本来，人の話を聞くよりも自分の話が

したい欲求が強いからです。

あなたはリーダーとして，「メンバーの話をしっかり聞けている」と

自信を持って言えるでしょうか。

「聞く」と「聴く」の違い

ところで，「きく」という言葉を漢字で表すときには，主に「聞く」と

「聴く」の２つが使われます。それぞれの意味には，次のような違いが

あります。

聞 く（hear）…音や声が耳に自然に入ってくること

聴 く（listen）…耳を傾け，注意して意識的に聞きとること

「聞く」というのは，好むと好まざるとにかかわらず耳に入ってくる

という受動的な意味があります。それに対して，「聴く」は，自分の意

思で主体的に受け容れるという意味があります。リーダーがメンバーの

聞く

聴く

受動的

主体的
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話を「きく」ときは，「聴く」という漢字を当てはめて考えるようにし

ましょう。

「聴く」ことが大切なわけ

普段，あなたがメンバーからの報告を聞くとき，「君の言いたいこと

はわかっている。それで，結論は？」と先を急がせたり，「君の考えは

どうでもいいから，オレの言うとおりすぐにやってくれ」と一方的に自

分の考えを押しつけたりしていないでしょうか。

このようなリーダーの言葉は，メンバーからすると，「自分の話を聞

いてもらっていない」と感じさせてしまいます。

また，話を聞く前から，「どうせ大した話じゃないだろう」「ろくに考

えてもいないのだろう」などと，見くびっているようなことはありませ

んか。そのような気持ちがあれば，メンバーは敏感に察知します。する

と，「どうせ言っても聞いてもらえないから，最低限のことを言ってお

けばいいや」とおざなりな報告をするようになってしまいます。そして，

それを聞いたリーダーは「やっぱり，こんなものか」「聞くまでもなか

った」となり，まさに悪循環です。

メンバーが重要な情報を持っているのに，リーダーが「大した話じゃ

ない」と決めつけて主体的に聴くことをしないと，せっかくの情報が埋

もれてしまいかねません。

メンバーの話を注意深く聴けば，言葉の背後に隠れている思いを察知

したりして，これまで気づかなかった重要な発見をすることもあるはず

です。

メンバーの話を聴く時間を増やそう

リーダーであるあなたが話す時間とメンバーが話す時間を比べると，

あなたが話をしているほうがずっと多いのではないでしょうか。

そうだとしたら，メンバーの話を「聴く」時間を増やしてみましょう。

そうすれば，今日は力を入れて話しているな，何となく元気がないな，

歯切れが悪いななど，メンバーからのいろいろなサインにこれまで以上

に気づく機会が増えるでしょう。
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第１章 コミュニケーションは「聴く」ことからはじまる
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